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アルコールは、肝臓だけでなく、多臓器のがんや認知機能などに影響を及ぼします。 
楽しく飲酒できるよう、適度に︕ 
︕週に 3 ⽇以上の休刊⽇を︕ 

  

  

肝肝臓臓のの検検査査値値ここここをを⾒⾒よようう！！！！  

アアルルココーールル性性肝肝障障害害  

適度ある適切な基準 
（１⽇純アルコール量） 

男性 20g 
⼥性、お酒の弱い⽅ 10g 

アルコール性肝障害の飲酒量基準 
男性 60g 

⼥性、お酒の弱い⽅ 40g 

アルコールは、肝臓だけでなく、多臓器のがんや認知機能などに影響を及ぼします。 
楽しく飲酒できるよう、適度に︕ 
︕週に 3 ⽇以上の休刊⽇を︕ 

  

  

肝肝臓臓のの検検査査値値ここここをを⾒⾒よようう！！！！  

アアルルココーールル性性肝肝障障害害  
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（１⽇純アルコール量） 

男性 20g 
⼥性、お酒の弱い⽅ 10g 

アルコール性肝障害の飲酒量基準 
男性 60g 
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総蛋⽩質（TP)︓ ＝ アルブミン + グロブリン

TP低値 「L」 「↓」
肝臓に障害
栄養障害合成が低下

腎臓に障害
(ネフローゼ症候群)

体の外(尿)に漏れる
体に戻す⼒が低下

肝臓
蛋⽩質（主にアルブミン） ⾎管

作る 運ぶ 体に戻す
（再吸収）

TP⾼値 「H」 「↑」
多発性⾻髄腫
慢性炎症グロブリンが増加

脱⽔⽔分が少ない
蛋⽩が濃縮

アルブミン低値 「L」 「↓」
肝臓に障害
栄養障害合成が低下

腎臓に障害
(ネフローゼ症候群)

体の外(尿)に漏れる
体に戻す⼒が低下

ビリルビン
増えると、⽪膚や⽬が⻩⾊くなる（⻩疸）

寿命を終えた⾚⾎球

脾臓で破壊されて
ヘモグロビンが放出
ビリルビン(⻩⾊⾊素)に分解

間接ビリルビン

胆汁に混ざって胆嚢へ

肝臓で形が変わる（抱合）
直接ビリルビン

①⾚⾎球が病的に壊されている

②肝臓での処理ができていない
肝臓内での胆汁の流れが悪い

③肝臓から出た後、
胆管が塞がり流れが悪い
（結⽯、腫瘍など）

AST、ALT 両⽅とも⾼い
・急性肝炎
・慢性肝炎
・脂肪肝
・肝臓がん
・アルコール性肝炎 など

ASTだけ⾼い
・⼼筋梗塞
・筋⾁疾患

AST︓肝臓・⼼臓・筋⾁に︕ ALT︓肝臓だけ︕

ALT

AST AST

ASTALT
ALT

肝臓で炎症が起こる
→⾎管内漏れ出る
→⾎液検査で⾼値となる

ALT 30超えたら
かかりつけ医の受診を︕︕

γ-GTP

肝臓や胆道に異常があると上昇

・アルコール性肝障害
・慢性肝炎
・胆汁うっ滞
・薬剤性肝障害 など

胆道

常習飲酒による肝障害の指標

 

脂肪肝 

肥満は、脂肪肝以外にも様々な病気のリスクを 
⾼め、全⾝でいろんな病気が同時に進⾏する恐れが 
あり、死亡リスクを上げることが知られています。 

治療は減量が⼤原則 

⾷事療法 
⾷べすぎない（低糖質、低脂質） 
バランスよく⾷べる 

運動療法 
無酸素運動＆有酸素運動 ストレッチだけでも 
今⽇からできる運動を続ける 

オススメ︕「へパトサイズ」 

脂肪肝向けの様々な運動があります 

コチラから 
アクセス➡ 

ウイルス性肝炎（B 型・C 型肝炎） 

肝炎ウイルスは ABCDE 型の 5 つがあり、⽇本に多いのは B 型・C 型肝炎です。 
⾎液・体液で感染しますが、普段の⽣活でうつることはほとんどありません。 

【治療】 
B 型肝炎 
・核酸アナログ製剤の内服でウイ

ルスの増殖を抑える 
・ワクチンで感染を予防する 
C 型肝炎 
・抗ウイルス薬（DAA）を 

8〜24 週間内服 
・9 割以上の⼈が治癒する 

★ウイルスが減ってもダメージを 
受けた肝臓には肝がんのリスクが
残っています。定期的に受診
しましょう。 

★肝炎ウイルス検査は保健所で 
無料で受けることができます。 肝炎情報センター︓⽇常⽣活の場でウイルス肝炎の伝播を防⽌するためのガイドライン（⼀般の⽅向け）より抜粋 

肝臓線維化の指標「Fib-4 index」 

計算してみよう︕ 
（佐賀⼤病院肝疾患センターHP） 

1.3 以上は 
線維化しているかも 

佐賀⼤学・久留⽶⼤学共同作成 
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脂肪肝

ウイルス性肝炎（Ｂ型・Ｃ型肝炎）

アルコール性肝障害

肝臓の検査値ここを見よう！！


